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2026年 5月期決算短信の開示が期末後 50日を超えたことに関するお知らせ 

 

当社は、本日 2026 年 5 月期決算短信の開示を行いましたが、当該開示が決算期末後 50 日を超

えた理由及び今後の決算開示につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．決算短信の開示が期末後 50日を超えた理由 

当社は、当社会計監査人である太陽有限責任監査法人（以下、「監査法人」と略）より、2026

年 5 月期売上高の一部に係る代理人取引等の収益認識の適切性について指摘を受けたことか

ら、事実関係の解明及び取引実態の検証を行うため、外部専門家及び当社の社外取締役監査

等委員から構成される特別調査委員会を設置し調査を進めてまいりました。 

2026 年 9 月 18 日付「特別調査委員会の調査報告書公表に関するお知らせ」のとおり、同

委員会の調査の結果、当社取引のうち、商流に競合他社が介在する一部取引については、独

占禁止法上の不当な取引制限に該当する可能性が高いことが確認されました。また、当該取

引のうち、当社が競合他社へ販売する取引については、経済合理性を欠くことから、会計上

は売上高及び仕入高を相殺し、利益相当額のみを営業外収益として計上することが適切であ

るとの指摘を受けました。そのほか、当社が本人取引として会計処理をしていた取引の一部

について、代理人取引として処理し、売上高及び仕入高を相殺した純額を売上高として計上

することが適切であるとの指摘を受けました。 

その後、当社における決算手続き及び監査法人による監査手続きに相応の時間を要したこ

とから、2026年 5月期決算短信の開示が期末後 50日を超えることとなりました。 

 

２．今後の決算開示について 

   当社は、今回の決算短信の開示が大幅に遅延したことを厳粛に受け止めており、再発防止

に努めてまいります。今後の決算開示につきましては、内部管理体制の整備を進めるととも

に、決算期末後 50日以内に開示できるよう、適時かつ適切な情報開示に取り組んでまいりま

す。 

 

株主及び投資家の皆様をはじめ、関係者の皆様に多大なご迷惑とご心配をおかけしますことを

深くお詫び申し上げます。 

 

以上 


